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税　　　別 5月 6月 7月 8月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税 1期

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期

５ 月の納税など　納期限は ５ 月31日㈮です。

人の動き（先月比）

人　口　43,120人　（－202 ）
　男　　20,572人　（－ 96 ）
　女　　22,548人　（－106 ）
世帯数　19,835世帯（＋  5 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　12件（ 27 件）
　死　者　　₀人（     ₀ 人） 
　負傷者 13人（ 36 人）

（2019年３月末現在）

　沖縄県糸満市の西
にし

崎
ざき

青年会による伝統芸能
エイサーの披露会が３
月28日㈭、市内５カ所
で行われました。西崎
青年会は、被災地を中
心に日本各地へ遠征し、
エイサーを披露してい
ます。
　清流の里ひじかわに
集まった観客は、太鼓
の音に合わせて手拍子
をするなど、エイサーを
見て楽しんでいました。

　

八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
３
年
（
受
賞

時
）
の
４
人
は
、
昨
年
11
月
18
日
㈰
に

東
海
４
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

三
宅
さ
ん
、
和
田
さ
ん
、
中
川
さ
ん

の
３
人
は
、
測
量
部
門
に
出
場
し
、
第

３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
三
宅
さ

ん
は
、「
全
国
大
会
優
勝
を
目
標
に
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
３
位
と
い
う
結
果

は
、
う
れ
し
い
半
面
で
悔
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
。
後
輩
に
は
、
来
年
こ
そ

は
全
国
優
勝
を
果
た
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

金
子
さ
ん
が
出
場
し
た
旋
盤
作
業
部

門
で
は
、
旋
盤
で
鉄
材
料
か
ら
部
品
を

削
り
出
し
、
そ
の
精
度
の
高
さ
や
時
間

な
ど
で
競
わ
れ
ま
す
。
金
子
さ
ん
は
、

「
県
大
会
準
優
勝
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

練
習
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
四
国
大
会

で
は
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
年
間
、
部
活
を
続
け
て
き
て
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。

　

卒
業
後
、
４
人
は
進
学
や
就
職
な
ど

違
っ
た
道
を
歩
み
ま
す
。
和
田
さ
ん
は

「
全
国
大
会
出
場
の
経
験
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
技
術
を
磨
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

測量部門第 3 位（中川･三宅･和田）、旋盤作業部門出場（金子）

中川　友
ゆ

紀
き

子
こ

 さん（八幡浜市）　三宅　風
ふう

稀
き

 さん（徳森）
和田　大

たい

世
せい

 さん（五十崎）　　　金子　亮
りょう

太
た

 さん（新谷）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

愛媛県立八幡浜工業高等学校機械土木研究部（左から）

高校生ものづくりコンテスト全国大会
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（特集）
“地域に新しい活力を”

～大洲市地域おこし協力隊～

　地域おこし協力隊の受け入れの利点として、その地域に新しい視点が入ること、大きな刺激を与えられる
ことが挙げられます。また、隊員にとっても、培ってきた能力を生かし、これまでとは違った生きがいの発
見につなげることができます。
　現在、市内には 4 人の地域おこし協力隊員が活動しています。市外・県外から地域のためにやってきた協
力隊が地域の起爆剤、そして潤滑剤となり活躍をしています。
　今回、それぞれの地域で活動している協力隊の取り組みなどについて紹介します。

　地域おこし協力隊とは、地域力の維持・強化を
図るため、人口減少や高齢化などの進行が著しい
地方で都市住民を受け入れ、観光振興や農林漁業
の応援、住民の生活支援など各種地域協力活動に
従事してもらいながら、受け入れ地域への定住・
定着を図る制度です。

地域おこし協力隊とは地域おこし協力隊
▽ 自身の才能・能力を

生かした活動
▽ 理想とする暮らしや

生きがい発見

地方公共団体
▽ 行政ではできなかった

柔軟な地域おこし策
▽ 住民が増えることに

よる地域の活性化

地　　域
▽斬新な視点
　（よそ者、若者）
▽ 協力隊員の熱意と行

動力が地域に大きな
刺激を与える

（総務省ホームページより）

3 広報おおず 2019年 5月号



　

就
任
し
て
２
年
目
を
迎
え
た
平
成
30

年
度
は
、
地
域
お
こ
し
団
体
「
河
辺
の

未
来
を
考
え
る
会
」の
会
員
と
と
も
に
、

特
産
品
の
開
発
や
生
産
、
販
促
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
あ
ま
ご
め
し

の
素
」
は
、
お
土
産
を
作
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
家
庭
で
も
あ
ま
ご
め
し

を
楽
し
め
る
よ
う
開
発
し
ま
し
た
。
レ

ト
ル
ト
処
理
に
よ
り
骨
と
身
を
ほ
ぐ
す

必
要
が
な
く
、
常
温
で
の
長
期
保
存
が

可
能
な
商
品
で
す
。
昨
年
８
月
に
は
、

大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
認
定

さ
れ
、
９
月
か
ら
店
頭
な
ど
で
の
販
売

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

隊
員
と
し
て
の
活
動
は
、
い
ろ
い
ろ

な
所
に
顔
を
出
し
、
今
の
肱
川
町
を
知

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
就

任
当
時
は
、
で
き
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら

探
し
て
回
る
毎
日
で
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
肱
川
町

で
も
広
範
囲
で
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

発
災
後
に
は
、
炊
き
出
し
、
防
疫
活
動

な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
子
ど
も

た
ち
に
思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
」

「
被
災
し
た
け
ど
肱
川
町
が
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
せ
た
い
」
と
い
っ
た
思
い

か
ら
、「
ヒ
ジ
カ
ワ
ノ
ヨ
イ
チ
」
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
祭
り

　

交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
活
動
も

行
い
、
外
国
人
観
光
客
の
た
め
に
英
語

版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
用
い
た
観
光
地
案
内
な
ど
を
制
作
し

ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
大
学
付
属
小
学

校
の
児
童
を
河
辺
に
招
き
、
河
辺
の
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
を
中

心
と
し
た
地
域
お
こ
し
を
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
河
辺
の
自
然
を
生
か
し
た

河
辺
ら
し
い
新
た
な
ツ
ア
ー
メ
ニ
ュ
ー

を
開
発
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
た

い
で
す
。

に
は
、
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
記

憶
に
残
る
感
動
の
夜
市
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

冬
に
は
、
特
産
品
開
発
も
始
ま
り
ま

し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
で
培
っ
た
知

識
を
生
か
し
、
地
元
の
食
材
を
用
い
た

料
理
を
考
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

産
品
で
あ
る
シ
イ
タ
ケ
作
り
に
も
取
り

組
み
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
原
木
づ
く
り
な
ど

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
子

育
て
世
代
を
増
や
し
た
い
で
す
。
地
域

で
安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る

こ
と
は
、
肱
川
町
の
発
展
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

大
洲
市
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
報
告
会
が
、３
月
15
日
㈮
、

市
役
所
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

４
人
の
隊
員
は
、
平
成
30
年
度
に
お

け
る
活
動
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
関

係
者
や
地
域
の
住
民
ら
約
50
人
が
集
ま

り
、
隊
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
活
動
内
容
や
地
域

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
隊
員

活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、「
い
い

ね
！
」
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

活動地域：肱川地域　就任時期：平成30年 4 月～ 活動地域：河辺地域　就任時期：平成29年 4 月～

中
野　

芳よ
し

将ま
さ 

さ
ん

小
泉　

信し
ん

二じ 

さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
報
告
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
情
報
発
信

Facebook

Instagram
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今
や
、
全
国
の
地
方
自
治
体
で
活
動

す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
で
す
が
、

総
務
省
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
の
は

今
か
ら
10
年
前
に
な
り
ま
す
。
平
成
30

年
度
に
は
、
１
０
６
１
団
体
５
３
５
９

人
の
隊
員
が
活
動
を
行
っ
て
い
て
、
そ

の
隊
員
数
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
独
自
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
任
務
は
、
隊
員
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
４
人
と
も
地

域
活
性
化
の
た
め
に
、
創
意
工
夫
し
て

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、

隊
員
が
地
域
住
民
と
共
に
協
力
し
、
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
若
い
人
が
集
ま
り
活
力
あ
る
地
域

に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
―
―
。
隊
員
の
活
動
は
、
こ
う
し

た
大
洲
市
の
将
来
を
考
え
る
い
い
機
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
大
洲
に
は
、
長
い

歴
史
の
な
か
で
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統

や
文
化
が
あ
り
、
ま
た
、
山
・
川
・
海

の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
も
存
在
し
ま

す
。
今
後
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
と
併
せ
て
、
大
洲
市
の
多
く
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
た
め
に

　

隊
員
と
し
て
の
主
な
活
動
は
、
肱
南

エ
リ
ア
の
町
家
保
全
や
、
外
国
人
観
光

客
の
受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

肱
南
地
区
に
あ
る
古
民
家
は
、
持
ち

主
が
県
外
に
い
る
こ
と
も
多
く
、
空
き

家
と
な
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も
の

が
多
く
存
在
し
ま
す
。
昨
年
設
立
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
そ
の
よ
う
な
古
民

家
の
清
掃
や
維
持
管
理
を
行
い
、
活
用

に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
お
お
ず
浪ろ

漫ま
ん

祭さ
い

の
レ
ト
ロ

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
外
国
人
カ
ッ
プ
ル
を

誘
致
し
話
題
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、

　

隊
員
に
就
任
す
る
前
は
、
旅
行
会
社

で
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
、
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
会
社
で
海
外
挙
式
の
手
配
な
ど
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
方
創
生
に
関
わ
る
こ
と

が
し
た
い
、
魅
力
的
な
観
光
地
を
た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
思

い
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
挑
戦

を
決
意
し
ま
し
た
。
大
洲
市
の
募
集
チ

ラ
シ
が
目
に
入
り
、
昨
年
４
月
に
大
洲

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
と
話
し

た
結
果
、
大
洲
市
の
魅
力
に
引
か
れ
、

こ
こ
に
着
任
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

ス
ペ
イ
ン
最
大
の
日
本
旅
行
サ
イ
ト
へ

大
洲
市
を
掲
載
す
る
よ
う
依
頼
し
た

り
、
海
外
の
旅
行
会
社
へ
の
商
談
会
に

参
加
し
、
大
洲
を
紹
介
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ

「
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
一
員
と

し
て
、
本
格
的
に
空
き
家
や
古
民
家
活

用
を
実
施
し
、
若
い
人
の
雇
用
の
場
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
隊
員
と

し
て
最
後
の
年
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
や
案
内
な
ど
の
活
動
を
仕

上
げ
、
最
終
的
に
大
洲
に
定
住
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

大
洲
市
に
は
、
歴
史
あ
る
情
緒
豊
か

な
町
並
み
が
多
く
あ
り
ま
す
。現
在
は
、

い
ろ
い
ろ
な
所
を
巡
り
、
客
観
的
な
視

点
か
ら
大
洲
市
の
魅
力
を
発
掘
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の
人

と
話
を
し
て
、
大
洲
の
こ
と
を
知
り
た

い
で
す
。

　

今
後
は
、
案
内
人
の
研
修
に
も
参
加

し
、
大
洲
の
魅
力
を
う
ま
く
説
明
で
き

る
よ
う
に
も
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

前
職
の
経
験
を
生
か
し
、
旅
行
業
へ
の

登
録
や
、
旅
行
商
品
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
た
い
で
す
。

活動地域：市全域　就任時期：平成30年11月～ 活動地域：市全域　就任時期：平成29年 5 月～

鶴つ
る

ヶが

野の

優ゆ
う

希き 

さ
ん

井
上　

陽よ
う

祐す
け 

さ
ん
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平成31年度　大洲市職員人事異動
市職員237人が 4 月 1 日付で異動

宇
都
宮
千ち

愛あ

（
市
立
大
洲
病
院
）

山
口　
　

樹い
つ
き

（
市
立
大
洲
病
院
）

山
下　

奈な

な々

（
市
立
大
洲
病
院
）

岩
崎　

良よ
し

昭あ
き

（
市
立
大
洲
病
院
）

城
戸　

七な
な

海み

（
市
立
大
洲
病
院
）

冨
永　

浩ひ
ろ

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

井
脇　

恭ゆ
き

奈な

（
肱
川
保
育
所
）

岡
本　

友ゆ

維い

（
新
谷
保
育
所
）

稲
田　

詩し

織お
り

（
喜
多
保
育
所
）

三
好　

達た
つ

也や

（
市
立
大
洲
病
院
）

清
水
小さ

百ゆ

合り

（
教
育
総
務
課
）

西
川
裕ゆ

う

一い
ち

朗ろ
う

（
建
設
課
）

桝
田　

晃あ
き

弘ひ
ろ

（
農
林
水
産
課
）

三
好　
　

諒ま
こ
と

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

二
宮　

智と
も

明あ
き

（
高
齢
福
祉
課
）

井
上　

智と
も

亮あ
き

（
社
会
福
祉
課
）

梶か
じ

畠は
た　

聡そ
う

太た

（
危
機
管
理
課
）

三
木　

郁ふ
み

弥や

（
税
務
課
）

新規採用（18人）

人事異動の基本方針
　今年度の人事異動にあたっては、「大洲市復興
計画～きらめく大洲をみんなで未来につなぐ～」
の指針を踏まえ、市民の「思い」「願い」に寄り
添いながら災害からの復旧・復興事業の着実な推
進に向けた体制を整備するとともに、治水・防災
対策や産業振興など直面する市政の重要課題に対
し迅速かつ的確に対応するため、組織・機構の見
直しを行いました。

1 　機構改革など
▽ 総務部と総合政策部を「総務企画部」と「防災

安全部」に再編しました。総務企画部では、政
策などの総合調整機能と行政管理機能の強化お
よびその有機的連携を図ります。また、危機管
理課を防災安全部の所管とし、防災・危機管理
の総合調整や対策、住民の生活安全に関する施
策を行うなど、防災安全業務に集中・特化した
体制とすることで機能強化を図ります。

▽ 産業経済部を、商工産業課と観光まちづくり課
を所管する「商工観光部」と、農林水産課と農
山漁村整備課を所管する「農林水産部」の 2 つ
の部に分離させ、経済・産業の再生と再興に向
けた事業の実施や支援などの強化と管理運営体
制の明確化を図ります。

▽ 企画政策課と情報管理課を統合し「企画情報課」
に、地域活力課と復興支援室を統合し「復興支
援課」とし、総務課、財政契約課、税務課と合
わせた 5 課を総務企画部の所管とします。

▽ 企画情報課では、重要施策の企画立案・調整な
どの企画部門と、ＩＣＴ（情報通信技術）の利
活用による地域情報化および情報セキュリティ

対策などの情報管理部門の組織内連携により業
務の迅速化・効率化を図ります。

▽ 復興支援課では、災害からの復旧・復興に係る
施策の進

し ん

捗
ちょく

管理や全体調整の役割を担うととも
に、地域活力の創造と地域自治の推進など地域
振興施策に取り組みます。

2 　主要な事務事業推進のための人事配置
▽ 防災事業の推進および災害時対応機能を強化す

るため、危機管理課職員を 1 人増員します。
▽ 7 月豪雨による農地・農業用施設災害の早期復

旧を図るため、農山漁村整備課に新たに土木技
術職の任期付職員 2 人を配置します。

▽ 肱川治水対策事業を強力に推進するため、治水
課内に用地係を設置し、用地取得事務を担う職
員を 3 人増員配置します（嘱託職員含む）。

▽ 教育総務課内に「こども発達支援室」を設置し、
障がいのある子どもや発達の気になる子どもと
その保護者に対する相談窓口を一元化するとと
もに、早期からの一貫した支援の充実に努めま
す。

▽ 肱川地域の復旧・復興に向けた現地対応体制の
強化を図るため、肱川地域復興支援担当部長を
配置（支所長兼務）するとともに、各種支援策
の相談・助言的立場を担う「肱川地域復興支援
総括監」（職員ＯＢ）を配置するほか、肱川支
所地域振興課に「復興支援係」を設置し被災者
支援に努めます。

3 　異動総数
▽異動総数　　　237人　（昨年度　215人）
▽異動率　　　　33.6%　（昨年度　30.1%）
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商
工
観
光
部

（平成31年4月1日現在）

…見直し部署

大
洲
市
行
政
組
織
・
機
構
図

老人福祉センター

大 洲 学 園

養護老人ホーム
清 和 園

養護老人ホーム
さ く ら 苑

商 工 産 業 課

観光まちづくり課

高 齢 福 祉 課

地域包括支援センター

人 権 啓 発 課

大 洲 隣 保 館
大 洲 福 祉 会 館

保健センター

社 会 福 祉 課

障がい者基幹相談支援センター

大洲愛育ホーム

子育て支援課

保 育 所
地域子育て支援センター
児童館 ･児童センター

市民サービスセンター

環境センター

災 害 廃 棄 物 対 策
プ ロ ジ ェ ク ト

保 険 年 金 課

移住･定住支援センター

会 計 課

危 機 管 理 課

防 災 セ ン タ ー

観 光 振 興 係
まちづくり係
交 流 促 進 係

市 民 会 館

工 事 検 査 官

税 務 課

企 画 情 報 課

復 興 支 援 課

市 民 生 活 課

商 工 振 興 係
営 業 戦 略 係
産 業 創 出 係

健康づくり係
食 育 改 善 係

人 権 啓 発 係
人 権 対 策 係

予 防 係

地 域 支 援 係
介護保険管理係
介護保険業務係

子育て支援係
子ども相談係

高齢者医療係
地 域 医 療 係
生 活 保 護 係
地 域 福 祉 係
障がい福祉係

年 金 係
国 保 係

市 民 係
戸 籍 係
環 境 保 全 係
生 活 衛 生 係

原子力防災係
防 災 係
消 防 係
地 域 安 全 係

地域自治推進係

会 計 係
用 度 係

地 域 情 報 係
情 報 統 計 係
電 算 係

支 援 調 整 係
活 力 創 造 係

政 策 係
行政改革推進係
広 報 広 聴 係
男女共同参画係
秘 書 係

庶 務 係
市 民 税 係
固定資産税係
収 納 係

管 財 係

行 政 係
人 事 係
職 員 係

企 画 係

文 書 係

事 務 局選挙管理委員会

事 務 局

事 務 局

監査委員会

農業委員会 農 地 係

議 会 事 務 局

庶 務 係

農 政 係

議 事 係
選 挙 係

河
辺
支
所

地 域 振 興 課

河 辺 診 療 所
河辺保健センター
河辺老人福祉センター

契 約 係

議会事務局 庶 務 係
調 査 係

長浜ふれあい会館
長浜保健センター
櫛生福祉センター
今 坊 友 愛 館
港 務 所

地 域 振 興 係

財 政 係

地 域 自 治 係長
浜
支
所

肱川保健センター
風の博物館・歌麿館

看 護 部

地 域 振 興 課

地 域 振 興 係

地 域 調 整 係
人 権 係
市 民 福 祉 係
地域づくり係
港 湾 水 産 係

肱
川
支
所

地 域 振 興 課 復 興 支 援 係

図 書 館
文化研修センター
視聴覚センター
青少年センター

文化スポーツ課

医 事 係
会 計 係
用 度 係
庶 務 係

都 市 計 画 係

大

洲

病

院

管理部事務課

診 療 部 医 局

検 査 室 等

生 涯 学 習 課

公 民 館

スポーツ推進係
文 化 振 興 係

総 合 体 育 館
博 物 館

人 権 学 習 係
生 涯 学 習 係

学校給食センター

総 務 係
学 校 施 設 係
学 校 教 育 係

管 理 係
工 務 係

こども発達支援室
小 ・ 中 学 校
幼 稚 園

総 務 課

財 政 契 約 課

維 持 係

管 理 係

国 土 調 査 係
工 務 係
管 理 係

管 理 係
工 務 係

連 絡 所

総
務
企
画
部

農
林
水
産
部

農 林 水 産 課

水 産 室

農 業 振 興 係
農商工連携係
水産業振興係
林 業 振 興 係

農山漁村整備課

教 育 総 務 課教

育

部

管 理 係

公 営 住 宅 係
建 築 係

管 理 係
工 務 係

建

設

部

建 設 課

都 市 整 備 課

水 道 課

下 水 道 課

肱南浄化センター
肱北浄化センター

治 水 係 工 務 係
用 地 係
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オ
ズ
メ
ッ
セ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

　

東
大
洲
に
あ
る
総
合
ス
ー
パ
ー
「
オ

ズ
メ
ッ
セ
」
が
３
月
22
日
㈮
、
約
８
カ

月
半
ぶ
り
に
営
業
再
開
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
開
業
を
祝
い
ま

し
た
。

　

オ
ズ
メ
ッ
セ
は
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
床
上
１
２
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま

で
浸
水
し
、
商
品
や
備
品
な
ど
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
た

な
コ
ン
セ
プ
ト
「
真
の
地
域
密
着
」
を

も
と
に
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

８
カ
月
半
ぶ
り
の
再
開　

新
た
な
試
み
も

　

主
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
点
は
、
生

鮮
食
品
や
お
か
ず
な
ど
の
充
実
の
た
め

売
り
場
を
１
・
２
倍
に
広
げ
、
少
人
数

世
帯
に
合
わ
せ
た
少
量
で
お
い
し
い
商

品
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
陳
列
棚
が
下
げ
ら
れ
、

通
路
が
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
愛

媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
の
菊
地
秀ひ
で

明あ
き

組
合
長
は
、「
オ
ズ
メ
ッ
セ
を
東
大
洲

の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
地
域
密
着
の

店
舗
を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

 

買
い
物
支
援
・
見
守
り
と
と
も
に　

  

　

オ
ズ
メ
ッ
セ
は
、
株
式
会
社
と
く
し

丸
（
徳
島
市
）
と
提
携
し
、
３
月
28
日

㈭
か
ら
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」

の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
冷
蔵
・
冷

凍
庫
を
備
え
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
、
生
鮮

食
品
や
総
菜
、
日
用
品
な
ど
約
４
０
０

品
目
１
２
０
０
点
を
積
み
込
み
、
市
内

の
６
コ
ー
ス
を
巡
回
し
ま
す
。

　

出
発
前
に
は
、
大
洲
市
と
株
式
会
社

オ
ズ
メ
ッ
セ
に
よ
る
「
大
洲
市
高
齢
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定

書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二

宮
市
長
は
「
周
辺
部
で
の
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
買
い
物
支
援
が
ひ
と
つ
の

課
題
で
あ
る
。
と
く
し
丸
の
運
営
に
よ

り
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
買
い
物
を
支

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
対
面
販
売
と

い
う
利
点
を
生
か
し
た
見
守
り
に
も
期

待
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
大
洲
市
出
身
で
あ

り
、
親
戚
な
ど
か
ら
も
買
い
物
に

困
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
よ
く
耳

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
と
く
し
丸
」
は
、
そ
う

い
っ
た
み
な
さ
ん
を
助
け
に
な
る

存
在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
見
守
り
役
と
し
て
も
地
域
に

貢
献
で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
初

め
て
で
あ
り
、
緊
張
し
て
い
ま
す

が
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
が
買

い
物
を
楽
し
め
る
よ
う
頑
張
り
た

い
で
す
。

とくし丸販売スタッフ
西山　昌

しょう

吾
ご

　さん
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平
成
31
年
度
大
洲
市
消
防
団
入
団
式

が
４
月
４
日
㈭
、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
式
で
は
、
今
年
度
入
団
す
る
19

人
を
代
表
し
て
予
子
林
分
団
の
三
瀬
裕ゆ
う

貴き

さ
ん
に
矢
野
正ま
さ

祥か
ず

消
防
団
長
か
ら
辞

令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
宮
市
長
は
、「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
訓
練
に
励

み
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
団
員
の
み

な
さ
ん
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
野
団
長
か
ら
は
「
今
日
か

ら
地
域
の
消
防
団
の
先
輩
や
消
防
署
員

の
指
導
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を

通
し
て
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
消

防
団
員
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
し
て
い

る
が
、
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
と

い
う
心
構
え
を
持
っ
て
、
精
い
っ
ぱ
い

活
動
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
入
団
し
た
団
員
た
ち
は
、
厳

し
い
訓
練
や
研
修
な
ど
に
参
加
し
、
自

己
研
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
若
い
力
が
地
域
防

災
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
を
守
る
た
め
に　
～
大
洲
市
消
防
団
入
団
式
～

大洲のええモン　今年もずらりと
　平成30年度大洲ええモンセレクション認定書交
付式・認定品発表会が、 3 月22日㈮、オズメッセ
内の特設会場で開催されました。
　大洲ええモンセレクション認定制度は、地域産業
を活性化し、大洲市のイメージアップにつなげる
ことを目的に、平成24年度から開催されています。
昨年 7 月には、第 7 回目となる認定審査会が開催
され、新規 5 品目と更新18品目が認定品として決
定しています。

　開会にあたり二宮市長は「私たちの身近にある
商品には、たくさんの魅力が詰まっている。認定
事業者には、大洲特産品のトップランナーとして
活躍してほしい」とあいさつしました。
　また、認定事業者を代表し、株式会社サンフー
ズ代表取締役の堀

ほ っ

田
た

修
しゅう

治
じ

さんが「都市圏での知名
度向上がいちばんの課題である。今後も、魅力あ
る特産品のＰＲや新規開発に取り組んでいきたい」
と抱負を述べました。
　認定品の試食会では、多くの人が参加し、大洲
の食材の魅力を感じていました。
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市民福祉の向上を目指して
　大洲市地域活性化包括連携に関する協定調印式
が 3 月20日㈬、市役所で行われました。
　この協定は、大洲市と株式会社ファミリーマー
トが、密接に連携・協力をすることにより、市民
や観光客のサービス向上、地域の活性化を図るこ
とを目的としています。愛媛県内の市町では、大
洲市が初めて協定を締結しました。
　調印にあたり二宮市長は「平成30年 7 月豪雨での
連携がきっかけで、この協定を締結することになっ
た。コンビニエンスストアは、市民生活にとって
密接な関係がある。今回の協定締結により、幅広
く連携・協力し、ともに市民福祉の向上に努めたい」
とあいさつしました。
　また、株式会社ファミリーマート四国ディスト
リクトの西森康

や す

浩
ひ ろ

部長は「この協定を機に、自治
体との連携を密にし、地域に根差した店舗を目指
したい」と述べました。

　

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
神
谷
優ゆ
う

太た

選
手
が
３
月

12
日
㈫
、
大
洲
高
等
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。こ
の
事
業
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
興
味
・
関
心
の

向
上
を
目
指
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
神

谷
選
手
は
、
ア
ジ
ア
大
会
２
０
１
８
に

出
場
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
候
補

選
手
で
す
。
大
洲
高
校
で
は
、
生
徒
と

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
な
ど
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
を
訪
れ
た
神
谷
選

手
は
、「
日
本
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
い
。
優
勝
す
る
つ
も

り
で
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
取
り
組
み
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

長
浜
を
舞
台
に
し
た
「
赤
い
橋
の
あ

る
町
で
」
の
上
映
会
が
、３
月
12
日
㈫
、

長
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
長
浜
中
学
校
生
徒

や
地
元
住
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
「
大
洲
長
浜
映
画
制
作

委
員
会
」
と
、森
幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

監
督
が
撮
影
・

制
作
し
ま
し
た
。
森
監
督
は
、「
地
元

の
人
と
一
体
と
な
っ
て
撮
影
で
き
た
。

長
浜
に
は
、観
光
資
源
が
豊
富
に
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
撮
影
す
る
か
と

て
も
悩
ん
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
居
浜
、
松
山
、
東
京
な

ど
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て

「
赤
い
橋
の
あ
る
町
で
」
上
映
会

住民福祉やサービスの向
上に関すること

子どもの見守り、青少年健全育
成への協力、乳児ミルク用お湯
の提供　など

防災対策に関すること
災害発生時における食料供給に
関する受注・配達の協力、避難
情報の提供　など

観光振興等に関すること
スポーツイベントの周知、地元
産商品の取り扱い促進、観光客
への化粧室の提供　など

【協定の概要】

10広報おおず 2019年5月号

おおずニュース



大洲のこだわりをご賞味ください

高齢者叙勲 長年の活動に最高位章

大洲城復元15周年　ガイドブック作成

　市は、復元15周年を迎える大洲城を主役とした新
しいガイドブック「大

おお

洲
ず

城
しろ

下
した

物
もの

語
がたり

」を、 3 月 1 日㈮
に発刊しました。
　この「大洲城下物語」は、「臥龍山荘」、「如

にょ

法
ほう

寺
じ

」
に続く大洲歴史三部作の完結作です。築城の謎から
復元に至るまで、お城の好きな人はもちろん、歴史
に興味のある人、これから学んでみようと思う人にも
楽しめる内容になっています。県内各主要書店およ
び「あさもや」、「大洲城」にて販売しています。

　おおずプレミアムマルシェが、 3 月17日㈰、おお
ず赤

あか

煉
れん

瓦
が

館
かん

で開催されました。お客さんに生産者自
慢の農作物や加工品を紹介し、おいしいものを安心
して食べてもらおうと実行委員会が企画しました。
今回は、市内外から11の店舗や団体が出店し、こだ
わり抜かれた商品を販売しました。
　訪れた人は、それぞれのお店でお気に入りの商品
を探し、買い求めていました。今後も、おおずプレ
ミアムマルシェは、 2 カ月に 1 回、赤煉瓦館にて開
催される予定です。

　ボーイスカウト日本連盟の最高位章である「富士
スカウト章」を受章したボーイスカウト大洲第一団の
隊員の西原凜

りん

さんが、3 月27日㈬、大洲市役所を訪れ、
受章の報告を行いました。
　西原さんは、小学 1 年生から大洲第一団で11年間
スカウトの活動を続けています。現在は、松山市在
住ですが、週末には大洲に戻って活動をしています。
受章について西原さんは、「受章できてとてもうれし
い。将来は、ボーイスカウトを推進していく立場にな
りたい」とあいさつしました。

上　杉　　　潤
じゅん

 さん
（中　村）

元公立中学校長

　上杉さんは、長年にわたり教育業務
にご尽力されたご功績により、このた
び「瑞宝双光章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章
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シリーズ

文化財
東宇山のハルニレ
愛媛県指定天然記念物
法円寺所有

　この木は、肱川右岸の
感
か ん

応
の う

寺
じ

山（標高688.6m）
南西部にある小高い丘の上で、雑木に交じって
自生しています。樹高は約15m、枝張りは東西約
24m、南北18mを誇り、樹齢は約400年と推定さ
れます。ハルニレのことを、市内では「ネレノキ」、

「オンニレ」とも呼びます。
　ハルニレは本来、北海道や東北など日本列島
北部が分布の中心で、中国・四国は分布の南限
にあたります。しかし、分布の南限にあたる地
域にもかかわらず、推定樹齢が約400年になる巨
樹にまで成長する例は極めて珍しく、県内では
他に例がありません。こうした希少性だけでな
く、ハルニレの特徴や周辺の植生を考えるうえ
でも重要な1本といえます。

（昭和39年 3 月27日指定）

野　鳥
ヤブサメ（藪雨）
スズメ目　ウグイス科
全長　10.5㎝

　 4 月の始めにやって来て「シシシシシシシシ
……」と尻上がりにさえずるウグイスの仲間で
す。名前の由来は、やぶの中で小雨が降るよう
に鳴くことからきているようです。たまに夜に
もさえずるため、昆虫に間違えられることさえ
あります。
　野鳥の中では一番高い16キロヘルツもの声を
発することで知られ、お年寄りには聞こえにく
いそうです。また、日本で 5 本の指に入る小さ
な鳥で、わずか 8 ～ 9 gの体重で東南アジアから
子育てにやって来ます。
　カレンダーや地図を持たず、毎年同じ所に命
がけで帰って、次の世代に命をバトンタッチす
る彼らを見ていると、文明に惑わされて、生き
物本来の本能を忘れかけてしまった人類は、こ
の先どこに向っているのでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

鹿
野
川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪こ

う

水ず
い

吐ば
き　

初
の
通
水

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
洪
水

吐
の
初
の
通
水
を
、
３
月
12
日
㈫
に
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
３
０
０
人

の
見
学
者
が
集
ま
り
、
初
の
通
水
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
通
水
試
験
は
、
ト
ン
ネ
ル
洪

水
吐
の
本
格
運
用
を
前
に
、
実
際
に
水

を
流
し
て
ゲ
ー
ト
の
動
作
状
況
、
水
質

や
流
況
を
確
認
す
る
た
め
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
肱
川
流
域
の
洪

水
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ダ
ム
に
貯
め
ら
れ
る
洪
水
の
容
量
を
約

１
・
４
倍
に
増
や
す
な
ど
の
改
造
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより

　

ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
の
工
事
は
最
終
段

階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ダ
ム
事
業
へ
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

☎
34
２
３
５
０

トンネル洪水吐「初の通水」

見学の様子 通水の瞬間
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観
光
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
観
光
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
（
会

長
：
二
宮
市
長
）
で
は
、
市
の
総
合
計

画
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
性
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て　
　
　
　

  

　

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
将
来
目
指
す
べ

き
方
向
性
を
多
様
な
関
係
者
が
共
有

し
、
一
貫
性
、
一
体
性
の
あ
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

 

理
念
・
あ
る
べ
き
姿　
　
　
　
　
　

  

【
理　

念
】

『
地
域
の
文
化
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
』

　

歴
史
、
文
化
、
自
然
、
風
土
な
ど
大

洲
市
の
地
域
固
有
の
資
源
を
保
全
し
、

民
間
事
業
者
と
の
協
働
で
新
た
な
価
値

を
創
造
し
、
価
値
を
高
め
、
地
域
資
源

を
徹
底
し
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
で
、地
域
に
産
業
を
根
付
か
せ
、

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

【
あ
る
べ
き
姿
】

　

多
様
な
関
係
者
が
互
い
に
連
携
し
、

理
念
に
基
づ
い
た
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
実

行
し
て
い
く
こ
と
で
「
住
む
人
も
訪
れ

る
人
も
、
働
く
人
も
心
が
豊
か
に
な
る

地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

 

現
状
分
析　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

　

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
（
左
表
）
に
よ
り
、

機
会
を
生
か
し
て
強
み
を
伸
ば
し
、
弱

み
や
脅
威
を
克
服
、
回
避
す
る
戦
略
を

と
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Information pick up

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど　
　
　
　
　
　

  　

【
第
１
タ
ー
ゲ
ッ
ト
】

欧
米
豪
の
旅
慣
れ
た
旅
行
者

【
第
２
タ
ー
ゲ
ッ
ト
】

香
港
、
台
湾
の
旅
慣
れ
た
旅
行
者

【
第
３
タ
ー
ゲ
ッ
ト
】

欧
米
豪
に
感
化
さ
れ
た
日
本
人
旅
行
者

【
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
て
実
施

 

主
要
事
業
（
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
）　  

【
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
確
立
】

▽ 

一
般
社
団
法
人
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
形
成
・
確
立

▽ 

観
光
関
連
施
設
指
定
管

理
者
の
連
携
・
統
合

▽
市
観
光
協
会
と
の
役
割

　

分
担
の
調
整

▽
集
客
交
流
拠
点
施
設

　
（ 

大
洲
ま
ち
の
駅
あ
さ

も
や
、
伊
予
大
洲
駅

観
光
案
内
所
）
の
機

能
充
実　

な
ど

【 
旧
城
下
町
エ
リ
ア
の
町

並
み
保
全
と
活
用
】

▽ 

町
家
・
古
民
家
な
ど
の

歴
史
的
資
源
の
活
用

▽ 

大
洲
城
キ
ャ
ッ
ス
ル
ス

テ
イ
の
実
証
実
験

な
ど

【 

周
辺
エ
リ
ア
（
長
浜
・
肱
川
・
河
辺

な
ど
）
へ
の
波
及
】

▽ 

長
浜
・
肱
川
・
河
辺
な
ど
周
辺
エ
リ

ア
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

▽
内
子
町
と
の
地
域
連
携

　

本
素
案
は
、
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
格

で
す
。
今
後
、
地
域
内
の
関
係
者
な
ど

に
よ
り
詳
細
部
分
の
検
討
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

好影響 悪影響

内
部
環
境

強み（Strengths）「積極的に活用できる強み」
▽肱川がつくる自然美と体験
▽数寄屋の名建築 臥龍山荘
▽城下町に残る歴史的な町並みや大洲城
▽瀬戸内の海の幸、大洲盆地の野菜
▽周辺エリアに残る暮らしや風景　　など

弱み（Weaknesses）「改善を必要とする弱み」
▽観光まちづくり組織の弱さ
▽観光まちづくり専門人材の不足
▽インバウンド、観光客向けの宿泊施設不足
▽地域の民間投資の弱さ
▽周辺市町との連携不足　　　　　　など

外
部
環
境

機会（Opportunities）「追い風となる要素」
▽観光立国の推進
▽インバウンドの地方部への増加
▽2020東京五輪、2025大阪万博
▽民間事業者の観光産業への投資熱の上昇
▽せとうちDMOの誕生　　　　　　  など

脅威（Threats）「逆風となる要素」
▽国際情勢（東アジア）
▽災害の発生
▽町並みを形成する町家の取り壊し
▽人口減少および税収などの歳入減　　　

など

1 年目
（平成31年度） 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 以 降

戦略ビジョン詳細検討
（毎年度実施）

町家の整備（ 5 カ年）

松井家住宅整備 加藤家住宅整備 併用開始

あさもや、JR駅案内所、赤煉瓦館DMO指定管理

大洲城キャッスルステイ（実証実験）

内子・大洲エリア観光プロジェクト（周辺エリアのコンテンツ開発）

せとうちDMOとの連携協定（インバウンド市場へのプロモーションなど）

13 広報おおず 2019年 5月号



　し尿のくみ取りの申し込みは、地区の担
当業者に直接連絡してください。
  4 月10日㈬までに申し込みがあれば、連
休までに収集可能です。

※ 4 月27日㈯から 5 月 6 日㈪まで休み

※「ごみの収集」については、各「ごみ出しカレンダー」をご確認ください。
担当地区 業者名 電　話

肱南・西大洲・久米・平野・南久米 ㈲上石衛生社 24－2655
徳森（城・野久保・野田・土肥）・菅田・大川・柳沢・
肱川・河辺 ㈲大洲喜多衛生業共同企業体 26－0333

肱北・喜多（五郎 5 区・慶雲寺を除く）・平（市木）㈲中村衛生社 25－6150
新谷・三善・五郎 5 区・慶雲寺・八多喜の一部・
徳森  （中山東・中山西・小鳥越・西松ケ花） ㈲脇坂衛生 43－1861

上須戒・八多喜（表米津、湯の子の一部）・長浜 ㈲青松興業 52－0472

　　…通常業務　　　　　　　…休み　　　　　　　…業務内容に制限あり　　　　　　　…時間制限あり

業　　　　務 電　話 担　　当
4 月 5 月

27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 1 ㈬ 2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ 5 ㈰ 6 ㈪

市
役
所
窓
口

パスポートの申請 24－1710 市民生活課 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
住民票・印鑑登録証明書・
戸籍などの交付

24－1710
52－1111
34－2311
39－2111

市民生活課
長浜支所
肱川支所
河辺支所

休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

転出・転入届 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
戸籍届出（出生・死亡など） 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ 受付のみ
会計事務（支払い・収納） 24－1712 会計課 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

市民サービスセンター
（住民票・各種証明書の発行） 25－7001 市民生活課 休 休 休

文
化
・
観
光

大洲市立図書館 59－4111 大洲市立図書館 休 休
大洲市立図書館長浜分館 52－1121 長浜分館 休 休 休
大洲市立図書館肱川分館 34－2319 肱川分館　※休館中 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
大洲市立図書館河辺分館 39－2111 河辺分館 休 休 休

大洲市立博物館 24－4107 大洲市立博物館 ※休館日は月曜日ですが、連休中は開館し、7 日㈫を休館日とします。

大洲市民会館 24－4105 大洲市民会館 ※休館日は月曜日ですが、連休中は開館し、7 日㈫、8 日㈬を休館日とします。
肱川風の博物館・歌麿館 34－2181 肱川風の博物館・歌麿館
鹿野川荘 34－2004 鹿野川荘
道の駅清流の里ひじかわ 34－2700 道の駅清流の里ひじかわ

業　　務 電　話 担　　当 27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 1 ㈬ 2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ 5 ㈰ 6 ㈪

体
育
施
設

大洲市総合体育館 24－6255 大洲市総合体育館
八幡浜・大洲地区運動公園 23－5524 八幡浜・大洲地区運動公園
長浜体育館 24－1734 

52－1111 
34－2311 
39－2111

文化スポーツ課
長浜支所
肱川支所
河辺支所

その他体育施設
学校体育施設（屋内運動場）
学校体育施設（屋外運動場）

福
祉

保育所・認定こども園・
私立幼稚園 24-5718 子育て支援課 休 休 休 一時預かり事業またはファミ

リーサポート事業で対応予定 休 休 休 休

大洲愛育ホーム
（児童発達支援） 23-2347 社会福祉課 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

環
境
・
衛
生

ごみの収集

大洲地区 24－1710 市民生活課 休 休
長浜地区 52－1111 長浜支所 休 休 休 休
肱川地区 34－2311 肱川支所 休 休 休 休 休
河辺地区 39－2111 河辺支所 休 休 休 休 休 休 休

燃やすごみの持ち込み
※通常業務時間 8 :30～16:30 26－1615 環境センター 8:30～ 

正午 休 8:30～ 
正午

8:30～ 
正午

燃やさないごみの持ち込み
※通常業務時間 8 :30～16:30 24－7053 不燃物埋立地

（市民生活課）
水道に関すること 24－3753 水道課 ※漏水や水道管破裂などのトラブル、開閉栓の申し込みは随時電話で受け付けます。

業　　務 電　話 担　　当 27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 1 ㈬ 2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ 5 ㈰ 6 ㈪

大型連休の業務カレンダー
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大
型
連
休
中
の
診
療
に
つ
い
て

男性の風しん抗体検査および定期予防接種のお知らせ
　公的な風しんの予防接種を受ける機会がなかった男
性を対象に、平成34年 3 月31日までの 3 年間、風しんの
抗体検査ならびに定期予防接種を原則無料で行います。

【対象者】昭和37年 4 月 2 日～昭和54年 4 月 1 日の期
間に生まれた男性
※ 医療機関の混乱などを避けるため、平成31年度は、

昭和47年 4 月 2 日～昭和54年 4 月 1 日生まれの男
性へクーポン券（受診券）を郵送します。

【抗体検査および定期予防接種の流れ】
　 4 月下旬に、大洲市から平成31年度の対象者へ
クーポン券を郵送します。このクーポン券を利用し、
まず医療機関・健診会場などで抗体検査を受けるこ
とができます。
　検査の結果、抗体が基準値以下の人は、医療機関
で予防接種を受けることができます。

【注意事項】
▽ 抗体検査を受ける際は、必ずクーポン券と本人確

認書類（運転免許証・健康保険証など）を持参し
てください。

▽ 抗体検査の結果、予防接種を受ける際は、必ずクー
ポン券・本人確認書類（運転免許証・健康保険証

など）・抗体検査結果通知を持参してください。
▽ クーポン券はそれぞれの自治体で発行します。大

洲市から転出した場合は、市発行のクーポン券は
使用できません。また、大洲市へ転入した場合、
他の市町村発行のクーポン券は使用できませんの
で、再発行が必要となります。

▽ 抗体検査・予防接種を実施できる医療機関につい
ては、クーポン券に同封します。

【窓口でのクーポン券発行】
　下記の人はクーポン券を大洲市保健センターで発
行します。
▽ 昭和37年 4 月 2 日～昭和47年 4 月 1 日の期間に生

まれた男性で、平成31年度に抗体検査・予防接種
を希望する人

▽ 大洲市へ転入して、転入前の市町村で抗体検査・
予防接種を受けていない人

【問い合わせ先】
大洲市保健センター　☎23－0310
長浜保健センター　　☎52－3055
肱川保健センター　　☎34－2340
河辺保健センター　　☎39－2113

4
月

27日㈯ 午後 8 時～午後11時
28日㈰～

30日㈫ 午前 9 時～午後 6 時5
月

1 日㈬～
6 日㈪

市内の診療体制
詳細は、市公式ホームページ
をご覧ください。
http://www.city.ozu.ehime.jp/
soshiki/hokennenkin/31728.html

4 月 5 月
27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 1 日㈬ 2 日㈭ 3 日㈮ 4 日㈯ 5 日㈰ 6 日㈪

－ － 昭和の日 国民の休日 即位の日 国民の休日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

大洲中央病院
☎24－4551

一般 一般 一般 （救急）（救急）（救急） 一般（救急）（救急）
市立大洲病院
☎24－2151

一般 一般 （救急）（救急）（救急）
加戸病院
☎44－5500 一般 （救急） 一般

大洲記念病院
☎25－2022 一般 一般 一般

（救急）
喜多医師会病院
☎25－0535 一般

【大洲喜多救急告示病院　診療日】

【大洲喜多休日夜間急患センター】 【小児在宅当番医（日曜・祝日の当番医】
※診療科および診療時間については、それぞれ事前にお確かめください。　　　　　　　　…診療拡充分

4
月

28日㈰ 一次救急・夜間診療所※ 八幡浜 0894－24－1199
29日㈪ お お む ら 小 児 科 内　子 0893－44－7117
30日㈫ 守 口 小 児 科 ※ 八幡浜 0894－24－7770

5
月

1 日㈬ 大洲ななほしクリニック 東若宮 0893－25－7710
2 日㈭ 山 下 小 児 科 宇　和 0894－62－6801
3 日㈮ ご と う 小 児 科 東大洲 0893－23－0510
4 日㈯ 一次救急・夜間診療所※ 八幡浜 0894－24－1199
5 日㈰ ご う お 小 児 科 西大洲 0893－24－3936
6 日㈪ みかんこどもクリニック※ 八幡浜 0894－20－8800

大洲市東大洲　☎23－115₆
※ 休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診療

を行います。一般の夜間診療所ではありません。

(診療時間：午前 ₉ 時～午後 5 時　※は午後 ₆ 時まで)
小児在宅当番医での外科治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院
をご利用ください。
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子
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
ま
す

　

平
成
31
年
６
月
診
療
分
か
ら
、
第
３

子
以
降
の
小
・
中
学
生
に
加
え
て
、
第

１
子
・
第
２
子
の
小
・
中
学
生
に
つ
い

て
も
通
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

大
洲
市
に
在
住
し
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
第
１
子
・
第
２
子
の
小
中
学

生【
請
求
手
続
き
】

　

県
内
・
県
外
の
医
療
機
関
と
も
に
、

「
健
康
保
険
証
」
を
窓
口
に
提
示
し
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た

後
、
１
カ
月
分
ま
と
め
て
受
診
し
た
月

の
翌
月
以
降
に
、
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
支
所
に
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
と
し
て
請
求
の
翌
月
に
保
護
者

の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

【
請
求
に
必
要
な
も
の
】

▽
領
収
書

▽
対
象
児
童
の
保
険
証

▽
保
護
者
の
認
め
印

▽
保
護
者
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

【
請
求
受
け
付
け
開
始
日
】

７
月
１
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
39
２
１
１
１

区　分 自己
負担割合

自己負担額に
対する助成額

通院
医療費

3 割

歯科診療費を除く 1 カ月
あたり3,000円を超える額

歯科
診療費

全額
※ 歯科矯正などの自費診

療分は除く

【助成内容】

　日本赤十字社では、国内外で災害や大事故な
どが発生した場合、ただちに医療救護班を派遣
し、災害救護活動や国際救護活動、国内外の医療・
福祉活動などを行っています。
　このような活動が行えるのは、日頃から資金
協力をしているみなさんに支えられているから
です。みなさんのご支援、ご協力ありがとうご
ざいます。
　今年も、 5 月に区長各位などを通じて活動資
金の募集を行いますので、ご支援、ご協力をお
願いします。区に未加入の人や法人、職域などは、
社会福祉課、または長浜・肱川・河辺の各支所
で受け付けますので、よろしくお願いします。

平成30年度の「活動資金」
578万1,458円

ご協力ありがとうございました。

【問い合わせ先】社会福祉課　☎24－1715

　被災者生活再建支援金申請のうち、愛媛県独
自の特別支援金について、受付期間を次のとお
り変更します。

5 月は赤十字運動月間です
～赤十字社活動資金にご協力ください～

被災者生活再建支援制度の
受付期間を変更します

受付期限
基礎支援金 平成31年 8 月 4 日
加算支援金 平成31年 8 月 4 日

県独自の特別支援金 平成31年 3 月31日

受付期限
基礎支援金 平成31年 8 月 4 日
加算支援金 平成31年 8 月 4 日

県独自の特別支援金 平成31年 8 月 4 日

【変更前】

【変更後】

※ 居住する住宅の解体を予定している世帯について
は、相当の期間を要するため受付期限を 1 月から
3 月末まで延長していました。今回、さらに時間
を要する状況のため、受付期限を再延長します。

【問い合わせ先】
社会福祉課障がい福祉係　☎24－1758
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【国民健康保険の届け出はお済みですか】
　国民健康保険の変更届は、変更があった日から14日以内に世帯主が届け出ることになっています。自動的
に変更されることはありませんので、保険年金課または各支所の国保の窓口で必ず手続きをしてください。
　加入の届け出が遅れると、国民健康保険の加入資格を得た日までさかのぼって保険税を納めなければなり
ません。また、その間の医療費は全額自己負担となります。脱退する届け出が遅れると、保険税（料）を二
重に支払ってしまうこともあります。

 こんな時は、必ず14日以内に届け出を 

こんな時 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
時

ほかの市区町村から転入してきた時 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した時 職場の健康保険を脱退した証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者から外れた時 被扶養者でなくなった証明書、印鑑

子どもが生まれた時 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった時 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍の人が加入する時 在留カードなど

国
保
を
脱
退
す
る
時

ほかの市区町村に転出する時 保険証、印鑑

職場の健康保険に入った時 国保と職場の健康保険の両方の保険証（後者が
未交付の場合は加入したことを証明するもの）、
印鑑職場の健康保険の被扶養者になった時

国保の被保険者が死亡した時 保険証、死亡を証明するもの、印鑑

生活保護を受けるようになった時 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍の人の出国（転出）時 保険証、在留カードなど

そ
の
他

市内で住所が変わった時

保険証、印鑑世帯主や氏名が変わった時

世帯を分けたり、一緒になったりする時

修学のため、別に住所を定める時 保険証、在学証明書、印鑑

保険証をなくした時
（あるいは汚れて使えなくなった時） 印鑑、（使えなくなった保険証）

※すでに国保の保険証が交付されている場合は、必ず持参してください。
※ 届け出には、運転免許証・パスポートなど顔写真付きの公的証明書およびマイナンバー通知カードなどが

必要です。

【問い合わせ先】　保険年金課　国保係　☎24－1713　　長浜支所地域振興課　☎52－1113
　　　　　　　　肱川支所地域振興課　☎34－2311　　河辺支所地域振興課　☎39－2111

国民健康保険からのお知らせ
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健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

受
動
喫
煙
対
策
が
強
化
さ
れ
、
１
月
24

日
に
第
１
弾
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
平
成
32
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
、

段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
の
趣
旨
】

▽
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す

▽ 

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き

い
子
ど
も
、
患
者
な
ど
に
特
に
配
慮

▽ 

施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を

実
施

【
第
１
弾
（
１
月
24
日
施
行
）】

▽ 

国
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
関
す

る
事
項

▽
関
係
者
の
協
力
に
関
す
る
事
項

▽ 

喫
煙
を
す
る
際
の
配
慮
義
務
に
関
す

る
事
項

▽ 

喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
際
の
配
慮
義

務
に
関
す
る
事
項

【
第
２
弾
（
７
月
１
日
施
行
）】

▽ 

学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
、

行
政
機
関
（
第
１
種
施
設
）

　

←

敷
地
内
禁
煙

※ 

屋
外
で
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
措
置

が
取
ら
れ
た
場
所
に
、
喫
煙
場
所
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
第
３
弾（
平
成
32
年
４
月
１
日
施
行
）】

▽
旅
客
運
送
事
業
自
動
車
・
航
空
機

　
←

禁
煙

▽ 

そ
の
他
の
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施

設
、旅
客
運
送
事
業
船
舶
・
鉄
道
（
第

２
種
施
設
な
ど
）

←

原
則
屋
内
禁
煙

※ 

個
人
の
自
宅
、
ホ
テ
ル
の
客
室
な
ど

居
住
の
用
に
供
す
る
場
所
は
除
く
。

経
営
判
断
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
を
選
択

①
屋
内
禁
煙

②
喫
煙
専
用
室
設
置

③
指
定
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室
設
置

　
（
②
③
は
20
歳
未
満
立
入
禁
止
）

▽ 
喫
煙
目
的
施
設
（
室
）
：
喫
煙
を
主

目
的
と
す
る
バ
ー
・
ス
ナ
ッ
ク
、
公

衆
喫
煙
所
な
ど

　

←
喫
煙
可

【
既
存
飲
食
店
に
関
す
る
経
過
措
置
】

　

既
存
の
経
営
規
模
の
小
さ
い
飲
食
店

（
個
人
ま
た
は
中
小
企
業
か
つ
、
客
席

面
積
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
飲

食
店
）
は
、
喫
煙
可
能
な
場
所
（
喫
煙

可
能
室
）
で
あ
る
旨
の
掲
示
に
よ
り
、

店
内
で
の
喫
煙
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
喫
煙
可
能
場
所
へ
は
、
客
・

従
業
員
と
も
に
20
歳
未
満
は
立
ち
入
れ

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
０
０

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

平成31年度公益財団法人桝山教育振興会助成事業
　公益財団法人桝山教育振興会は、市内における教
育・文化・スポーツなど、豊かな人間性をかん養する
ことを目的とする事業に対する助成を行っています。
　平成31年度の助成事業内容が決定しましたのでお
知らせします。

【事業内容および助成先】
１　 大洲市内に所在する公立高等学校、中学校及び

小学校に対する図書、備品、設備等の寄贈
　　（定款第 4 条第 1 号）
　▽図書・備品寄贈（市内公立高等学校）

２　 大洲市内に所在する公立の学校が主催又は参加
する文化、体育行事の協賛及び後援

　　（定款第 4 条第 2 号）
　▽全国大会等出場補助（市内公立高等学校）

３　 この法人の設立主旨から適当、有益と判断され
る教育関係団体等に対する助成、寄附、寄贈等

（定款第 4 条第 3 号）
　▽青少年海外派遣事業助成
　▽大洲市立図書館図書寄贈
　▽科学体験フェスティバル助成
　▽大洲ジュニアトライアスロン大会開催助成
　▽親と子のコンサート開催助成
　▽大洲自然科学教室助成
　▽講演会開催助成
　▽大洲歴史文化教室助成
　▽県指定無形文化財振興事業助成
　▽大洲市スポーツ少年団助成
　▽大洲少年少女合唱団助成

健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
受
動
喫
煙
対
策
の
強
化
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住まいの耐震化・アスベスト含有調査費用の補助について
 住まいの耐震化　補助金 
　地震が発生した場合、古い木造住宅は非常に危険
です。市では、木造住宅の耐震診断・改修にかかる
費用の一部を補助しています。
 耐震診断

【対象となる住宅】
昭和56年 5 月31日以前に着工された一戸建て木造住
宅で、 2 階建て以下、延べ床面積が500㎡以下のもの
※構造が一定の要件を満たす工法

【補助金額（次のうちどちらか）】
▽ 補助制度… 耐震診断にかかる費用の 3 分の 2 以内

で 4 万円を限度
▽ 派遣制度… 評価手数料（3,000～9,000円程度）のみ

個人負担
 耐震改修

【対象となる住宅】
上記の耐震診断を受け、耐震改修工事が必要と判断
されて、地震に対して安全な構造となるように工事
を行う住宅

【補助金額】
▽耐震改修設計… 3 分の 2 以内で20万円を限度
▽耐震改修工事…費用のうち120万円を限度
▽工 事 監 理… 3 分の 2 以内で 4 万円を限度
※ 耐震改修工事に直接関係しないリフォームなどは

対象外

 建築物アスベスト含有調査　補助金 
【対象となる調査】
吹付けアスベストなどが施工されている恐れのある
建築物で、アスベスト含有調査を行うもの

【補助金額】
▽ 調査にかかる費用以内で、 1 棟につき25万円を限

度

※各補助金は予算がなくなり次第終了となります。
※補助金支給を希望する際は、事前にご相談ください。

【問い合わせ先】都市整備課　☎24－1719

中
小
企
業
者
な
ど
の
防
災
対
策
へ
の
支
援
制
度

　

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
自
ら
行
う
浸
水
対
策
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
事
業
者
が
対

象
で
す
。

▽ 

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
で
常
時
雇
用
す

る
従
業
員
が
10
人
以
上

▽ 

事
業
実
施
後
も
引
き
続
き
市
内
で
事

業
を
営
ん
で
い
る

▽ 

事
業
活
動
に
よ
る
売
り
上
げ
に
つ
い

て
、
税
務
申
告
を
行
っ
て
い
る

▽ 

納
期
の
到
来
し
た
市
税
に
滞
納
が
な
い

▽ 

過
去
に
浸
水
、
ま
た
は
浸
水
す
る
恐

れ
の
あ
る
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所

な
ど

【
対
象
事
業
お
よ
び
対
象
経
費
】

▽ 

防
水
壁
（
防
水
板
）
設
置
な
ど
、
施

設
内
へ
の
止
水
対
策
工
事
に
必
要
な

経
費

▽ 

排
水
ポ
ン
プ
の
購
入
お
よ
び
設
置
に

必
要
な
経
費

▽ 

施
設
内
の
機
械
、
備
品
な
ど
を
浸
水

か
ら
守
る
た
め
の
か
さ
上
げ
に
必
要

な
経
費

【
補
助
率
】

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

【
補
助
金
額
】

１
事
業
者
に
対
し
上
限
３
０
０
０
万
円

以
内

【
注
意
事
項
】

▽ 

複
数
の
事
業
の
組
み
合
わ
せ
も
可
と

し
ま
す
。

▽ 

防
災
対
策
の
強
化
を
図
る
も
の
と
し

て
、
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策

定
ま
た
は
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

▽ 

平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
着
手
し

た
事
業
も
対
象
と
し
ま
す
。

▽ 
平
成
34
年
２
月
末
ま
で
に
事
業
完
了

す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

（
各
年
度
２
月
末
ま
で
に
完
了
予
定
）

※ 

申
請
書
の
様
式
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
産
業
課　

☎
㉔
１
７
２
２
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土　木　費

▽市道の改良を行います。　　（ 3 億2,450万円）

▽街路若宮東大洲線の改良工事を行います。
（ 1 億5,100万円）

▽木造住宅の耐震改修費用を助成します。
（1,560万円）

災害復旧費
▽ 平成30年 7 月豪雨災害で被災した施設を復旧

します。 （10億6,151万円）

消　防　費

▽消防詰所の改築を行います。　　（2,308万円）

▽小型動力ポンプ積載車などを更新します。
（5,807万円）

▽ 消防団に救助用ボートやチェーンソーを配備
します。 （741万円）

▽ 大洲消防署川上庁舎の耐震化費用を負担しま
す。 （3,854万円）

平成31年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年度比（％）

一　　般　　会　　計 286億1,000万円 3.1　

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 53億9,491万円 △2.1　

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1億1,187万円 △11.2　

後 期 高 齢 者 医 療 6億2,748万円 △1.7　

介護
保険

介 護 保 険 勘 定 52億8,069万円 1.7　

介護サービス勘定 4,628万円 17.0　

簡 易 水 道 事 業 2億6,207万円 △3.4　

港 湾 施 設 事 業 712万円 △7.0　

土 地 取 得 造 成 8,020万円 39,604.0　

住宅新築資金等貸付事業 225万円 △40.6　

農 業 集 落 排 水 事 業 1,923万円 △84.4　

公 共 下 水 道 事 業 10億  165万円 △20.2　

温 泉 事 業 902万円 5.7　

商 業 集 積 施 設 管 理 316万円 0.0　

工 業 用 地 造 成 事 業 2億  460万円 皆増

特別会計　計 130億5,053万円 △1.0　

企 

業 

会 

計

水 道 20億7,080万円 △3.4　

工 業 用 水 道 2,534万円 △22.6　

病 院 43億2,101万円 △3.2　

企業会計　計 64億1,715万円 △3.4　

合　　　　　　　計 480億7,768万円 1.0　

商　工　費

▽ 中小企業が行う浸水対策費用の一部を助成し
ます。 （6,000万円）

▽市指定文化財「旧松井家住宅」を改修します。
 （ 1 億7,128万円）

▽ 町家・古民家を活用するために改修する費用
の一部を助成します。  （ 1 億5,960万円）

教　育　費

▽学校施設の改築を行います。
 （13億8,748万円）

▽総合体育館の施設を改修します。
（ 1 億 7 万円）

▽  「こども発達支援室」を設置し、心身の発達
に心配のある子どもや家族への支援の充実を
図ります。 （509万円）

20広報おおず 2019年5月号

おしらせピックアップ



平成31年度　一般会計当初予算・主要施策
　平成30年７月豪雨災害からの早期復旧・復興と、
災害に強い活力ある住みよいまちづくりを実現する
ための施策に取り組みます。

 

衛　生　費

▽災害廃棄物仮置場の復旧工事を行います。
（ 2 億7,000万円）

▽肱川橋北観光トイレを整備します。
（2,814万円）

民　生　費

▽ 仮設住宅などへの巡回訪問などによる相談支
援を行い、豪雨災害被災者の生活再建を支援
します。 （2,236万円）

▽小中学生の通院医療費助成を拡充します。
（ 1 億861万円）

▽ 新規に開設する病児保育施設の開設費用を助
成します。 （4,999万円）

国庫支出金
39億8,899万円
（13.9％）

市税
39億7,921万円
（13.9％）

市債
37億9,592万円
（13.3％）

県支出金
18億367万円
（6.3％）

繰越金
14億円2,000万円
（5.0％）

繰入金
9億225万円
（3.2％）

その他
31億5,857万円
（11.0％） 地方交付税

95億6,139万円
（33.4％）

その他
16億3,147万円
（5.6％）

農林水産業費
9億1,132万円
（3.2％）

総務費
36億5,232万円
（12.8％）教育費

36億4,572万円
（12.7％）

衛生費
28億4,853万円
（10.0％）

土木費
26億2,343万円
（9.2％）

公債費
26億2,063万円
（9.2％）

消防費
10億5,221万円
（3.7％）

災害復旧費
10億6,851万円
（3.7％）

民生費
85億5,586万円
（29.9％）

一般会計の構成

農林水産業費

▽ 6 次産業化・農商工連携を促進する事業を実
施します。 （455万円）

▽ 認定農業者などの第 1 次産業従事者が機械・
施設を整備する経費の一部を助成します。

（1,007万円）

▽有害鳥獣による被害防止対策を実施します。
（8,827万円）

歳　入
２８６億１,000万円

（100％）

歳　出
286億１,000万円

（100％）

総　務　費

▽ 消費税率引き上げに合わせて、低所得者・子
育て世帯向けのプレミアム付商品券を発行し
ます。 （ 3 億9,242万円）

▽ 移住・定住支援のため、空き家の改修や住宅取
得などの経費の一部を助成します。 （2,847万円）

▽ 市内循環バス「ぐるりんおおず」の運行経費
を助成します。 （5,710万円）
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お

 

し
ら
せ

　

６
月
１
日
時
点
で
実
施
す
る
工
業
統

計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
従
業
者
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
に
回
答

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
で

き
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性

を
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
情
報
課
情
報
統
計
係

☎
㉔
１
７
３
８

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
猛
烈
な

雨
の
影
響
で
、
河
川
の
氾
濫
、
浸
水
害
、

土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

風
水
害
は
、
事
前
に
予
測
し
行
動
す

る
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
防
災
意
識
を

高
め
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
」

と
い
う
心
構
え
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う

時
に
自
発
的
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
の
心
が
け
】

▽
正
確
な
情
報
を
す
ば
や
く
入
手
す
る

▽
避
難
場
所
を
把
握
す
る

（ 

避
難
経
路
に
つ
い
て
も
事
前
に
確

認
）

▽ 

日
頃
か
ら
地
域
で
協
力
し
て
災
害
に

備
え
る

▽ 

身
に
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
早
め

の
避
難
行
動
を
と
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日

㈮
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
に
加
え
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
税
は
、
車
検
を
受
け
る
と
き

に
納
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

【
納
付
で
き
る
場
所
】

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

郵
便
局
・
県
地
方
局
・
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
税
務
室

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
る
障
が
い

者
を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま

す
。
障
が
い
者
支
援
に
必
要
な
障
が
い

特
性
や
合
理
的
配
慮
な
ど
の
基
礎
知
識

の
ほ
か
、
傾
聴
の
技
法
と
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
日
　
時
】

５
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会　

場
】

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

（
西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
４
・
11
・
２
）

【
対
象
者
】

愛
媛
県
在
住
の
55
歳
以
上
の
人

※
両
日
と
も
に
参
加
で
き
る
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

推
進
協
議
会

☎
０
８
９
（
９
１
３
）
６
３
３
９

E-M
ail:info@

ehim
e-syougaigeneki.jp

　

水
田
の
フ
ル
活
用
を
支
援
し
、
食
料

自
給
率
・
食
料
自
給
力
の
維
持
向
上
を

図
る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
」
に
つ

い
て
、
農
業
者
に
対
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
や
制
度
内
容
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
期
間
】

５
月
７
日
㈫
〜
６
月
21
日
㈮

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

※
土
日
は
除
き
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

市
役
所
１
階　

農
林
水
産
課
内

【
必
要
な
も
の
】

▽
営
農
計
画
書
（
控
）

▽
交
付
申
請
書

▽
認
め
印

※ 

新
規
の
人
は
、
認
め
印
お
よ
び
通
帳

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

風
水
害
に
備
え
る

平
成
31
年
度
自
動
車
税
の

納
期
内
納
付
に
つ
い
て

愛
媛
労
働
局
委
託
事
業

「
障
が
い
者
等
サ
ポ
ー
ト
養
成
研
修
」

経
営
所
得
安
定
対
策
等
相

談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
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今
年
の
市
民
大
学
（
前
期
）
は
、
復

元
15
周
年
を
迎
え
る
大
洲
城
天
守
閣

と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
大お
お

洲ず

城し
ろ

下し
た

物も
の

語が
た
り

」
の
発
刊
を
記
念
し
、
新
居
浜
市
出

身
で
三
重
大
学
の
藤
田
達た
つ

生お

教
授
を
招

き
、
大
洲
城
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

５
月
25
日
㈯　

午
後
２
時
〜

※
開
場　

午
後
１
時
30
分
〜

【
場　

所
】

大
洲
市
役
所
２
階　

大
ホ
ー
ル

※ 

駐
車
場
は
、
市
役
所
立
体
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

大
洲
築
城
の
背
景
に
迫
る

―
大
洲
城
下
物
語
刊
行
に
寄
せ
て
―

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課　

☎
㉔
１
７
３
５

募
　集

イ

 

ベ
ン
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課　

☎
㉔
１
７
２
７

愛
媛
た
い
き
農
協　

営
農
企
画
課

☎
㉔
４
１
８
３

　

例
年
、
気
候
が
穏
や
か
に
な
る
春
先

か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
小
型
船
舶
を

運
転
す
る
人
が
増
え
、
海
上
で
の
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
大
型
連
休
は
、
例
年
よ
り
長

期
に
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
多
く
の

事
故
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
小
型
船
舶
の
運
航
に
は

次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
安
全
に
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
自
船
の
安
全
確
保
３
カ
条
】

▽ 

発
航
前
、
機
関
や
燃
料
な
ど
の
点
検

の
実
施

▽
航
行
時
、
常
時
見
張
り
の
徹
底

▽
故
障
に
備
え
、
救
助
支
援
者
の
確
保

【
自
己
救
命
策
確
保
３
つ
の
基
本
＋
１
】

▽
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

▽
適
切
な
連
絡
手
段
の
確
保

▽
海
の
緊
急
通
報
１
１
８
番
の
活
用

▽ 

（
＋
１
）
家
族
や
知
人
に
行
き
先
や

帰
港
時
間
を
伝
え
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
海
上
保
安
部
交
通
課 

☎
０
８
９
（
９
５
１
）
０
５
５
３

第
４
回

県
展
入
選
者
作
品
展

松
山
海
上
保
安
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

昨
年
の
秋
、
第
67
回
秋
季
県
展
に
入

選
・
入
賞
し
た
作
品
と
、
愛
媛
県
美
術

会
会
員
・
会
友
に
よ
る
県
展
出
品
作
品

に
加
え
て
、
大
洲
高
等
学
校
美
術
部
有

志
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

【
開
催
期
間
】

４
月
20
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈮　

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】

４
月
22
日
㈪
、
５
月
７
日
㈫
・
13
日
㈪
・

20
日
㈪
・
27
日
㈪

【
会　
　

場
】

大
洲
市
立
博
物
館　

５
階
特
別
展
示
室

【
出
品
部
門
】

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、

デ
ザ
イ
ン

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
立
博
物
館　

☎
㉔
４
１
０
７

　

大
洲
扇
面
の
美
展
の
開
催
に
あ
た

り
、
次
の
と
お
り
、
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　

自
分
の
描
い
た
作
品
を
扇
子
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
応
募
要
項
】

　

規
定
の
扇
面
用
紙
に
絵
や
書
を
書
い

て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
山
荘
画
廊
で
販
売

【
出
品
料
と
点
数
】

１
点
８
０
０
円　

１
人
２
点
ま
で

【
募
集
期
限
】

５
月
19
日
㈰　

午
後
５
時
ま
で

【
送
付
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
３
９
８

山
荘
画
廊　

井
上
高た

か

明あ
き　

宛

※ 

作
品
は
扇
面
用
紙
の
ま
ま
で
展
示

し
、　

展
示
終
了
後
、
希
望
が
あ
れ

ば
扇
子
に
仕
立
て
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
荘
画
廊　

☎
㉔
６
６
６
３

２
０
１
９
大
洲
市
民
大
学

（
前
期
）

第
1₉
回
大
洲
扇
面
の
美
展

作
品
募
集

藤田 達生 教授
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昨
年
７
月
、
未
曽
有
の
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
養
老
酒
造
は
、
甚
大
な
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。
私
も
復
旧
に
向
け
、
片

付
け
な
ど
の
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
の
惨
状
に
気
持
ち
が
へ
こ

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
姿

を
見
た
り
、
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
い

た
り
す
る
中
で
、
会
社
を
残
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
へ
の
恩
返
し

の
気
持
ち
も
込
め
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　

養
老
酒
造
で
は
、「
純
米
酒
」、「
本

醸
造
酒
」、「
上
撰
」
の
３
種
類
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
純
米
酒

の
「
風
の
里
」
は
、
洗
米
か
ら
上
槽
ま

で
全
工
程
を
手
作
業
で
造
り
上
げ
て
い

ま
す
。
特
に
製
造
段
階
で
は
、
温
度
管

「
自
分
が
造
っ
た
お
酒
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
」

理
に
こ
だ
わ
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

生
酒
本
来
の
滑
ら
か
な
の
ど
ご
し
と
芳ほ

う

醇じ
ゅ
ん

な
香
り
が
自
慢
の
「
風
の
里
」
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
酒
造
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
間

は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
尊
敬

す
る
父
を
超
え
る
職
人
に
な
り
た
い
で

す
。
将
来
は
、
復
興
の
一
助
に
な
る
、

大
洲
市
を
元
気
に
す
る
よ
う
な
お
酒
を

つ
く
り
た
い
で
す
。

　みなさん、こんにちは。大洲高等学校肱川分校 3 年
の丸山恵

めぐ

美
み

です。
　肱川分校では、毎年秋に地域のみなさんをお招きし
て「秋の茶会」を開催しています。
　しかし、昨年度は、平成30年 7 月豪雨の影響により
校内の施設が利用できなくなりました。そこで、老人
デイサービスセンター「肱流苑」に場所を移し、「出

―次回は大洲農業高等学校からです。

張茶会」を開催しました。初めての場所での開催に
なりましたが、何でも「できない」と諦めるのでは
なく、みんなで知恵を出し合って、例年以上の素晴
らしい茶会になったと思います。
　来場してくださったみなさんをはじめ、肱流苑の
みなさん、そして肱川保育所のみなさん、本当にあ
りがとうございました。

養
よう

老
ろう

酒造　株式会社
（肱川町山鳥坂49番地　☎34－2352）

山内　倫
りん

太
た

郎
ろう

　さん
　「励ましの声は再開への力に
なった」と話す26歳。
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図書館
大洲市立図書館　　☎ 5₉ー4111

長浜分館 　☎ 52ー1121

肱川分館 　☎ 34ー231₉

河辺分館　 　☎ 3₉ー2111

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 ₆ 7 8 ₉ 1₀ 11

12 13 14 15 1₆ 17 18

1₉ 2₀ 21 22 23 24 25

2₆ 27 28 2₉ 3₀ 31

（本文紹介TRCマークより）

※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　平成元年、大分のデザイン専門
学校の漫画コースの入試に挑んだ
歩。希望に満ちて入学した生徒た
ちは、平成31年を迎えて、どんな
大人に成長したのか―。平成を生
きた少年たちの漫画家青春群像活
劇。『きらら』連載を単行本化。

漫画ひりひり
風 カオル著　出版：小学館

（本文紹介TRCマークより）

　保育園を職場体験先に選んだ中
学 2 年の風汰。「なんだって、こん
なとこ選んじゃったんだろっ」と、
保育園の看板に目をやって、ため
息をついたこともあったが…。風
汰の 5 日間の物語。『日本児童文学』
連載に加筆し単行本化。

天使のにもつ（Y
ヤングアダルト

A）
いとう みく著、丹下 京子絵　出版：童心社

オススメ新着図書

　図書館では、国内旅行ガイドブックを新たに入
荷しました。日本全国の『まっぷるマガジン』や、
お子さんとの旅行に役立つ、国内主要都市の『る
るぶこどもとあそぼ！』シリーズをご用意してい
ます。
　暖かい季節に遠出をお考えの人はもちろん、夏
休みの旅行計画を早めに立てたい人も、ぜひご利
用ください。

5月展示「新生活の知恵」

■＝ 5 月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 1 時まで

※ 31日㈮は館内図書整理日のため、
各分館は休館します。

肱川分館はまもなく
開館予定です。

どうぞお楽しみに。

新しい旅行ガイドブック
が入りました

開催日 講座内容 講　　師

5 /22 古文書解読講座 山田　広
ひろ

志
し

　学芸員

6 /26 文学・歴史講座 岡崎　直
なお

司
じ

　先生

7 /24 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

8 /28 文学・歴史講座 岡崎　直司　先生

9 /25 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

10/23 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

11/27 文学・歴史講座 藏本　　諭
さとし

　学芸員

1 /22 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

2 /26 文学・歴史講座 山田　広志　学芸員

3 /25 古文書解読講座 山田　広志　学芸員

【日　時】　第 4 水曜日（午前 9 時45分～11時25分）
【場　所】　大洲市立図書館コミュニティホール
　　　　　※ 5 月22日㈬のみ肱北公民館

【受講料】　無料
【申し込み・問い合せ先】大洲市立図書館　☎59－4111

平成31年度生涯学習講座―受講生募集―
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保健センター 大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）

肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

5 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

5 月の小児在宅当番医は15ページに掲載しています。

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

14日㈫
午後 0 時45分～

１ 時30分
大洲市
保健センター

４ カ月児健診　  　（平成30年12月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

15日㈬ 10カ月児育児相談（平成30年 7 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

21日㈫ 1 歳 ６ カ月児健診（平成29年10月生）
28日㈫ ３ 歳児健診　※　 （平成28年 4 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

27日㈪ 午後 1 時～
１ 時20分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が 8 月～11月の人

【内　容】
▽お口の健康のお話
▽歯科検診
▽栄養アンケート記入

▽母子健康手帳
▽筆記用具
▽タオル
▽妊婦歯科健診受診票
▽�テキスト（初回参加

時配布されたもの）

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

※唾液チェックのため、午前11時までには、昼食をとり歯磨きをしてお越しください。

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・39歳以下健診　（事前に申し込みください）

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）（事前に申し込みください）

　39歳以下健診（特定健診会場でも今年度より受けられます） ・ 乳腺エコー検査 ・ 子宮頸がん検診（事前に申し込みください）

実施日 受付時間 場　所 内　容・対象者・料　金

23日㈭
24日㈮

午前 8 時30分～11時

大洲市
保健センター

▽特定健診　　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には 5 月中旬頃に案内状を送付します）
※保険証・特定健康診査受診券・問診票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／1,300円
▽肺がん検診　　　　　�40歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　�40歳以上の人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
▽39歳以下健診　　　　20～39歳以下の人／ 1,000円
※本人確認のため保険証を持参してください。

28日㈫
29日㈬ 菅 田 公 民 館

30日㈭
31日㈮ 市 民 会 館

実施日 乳がん受付時間 場　所 対　　象　　者
23日㈭
24日㈮

午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

大洲市
保健センター 子宮頸がんの受付時間は、午後 1 時～ 1 時30分

【対象者/料金】
▽子宮頸がん検診　20歳以上の女性／ 1,000円
▽乳がん検診　　　40歳以上の女性／ 1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証を持参してください。
※クーポン券（今年度）をお持ちの人は持参してください。

28日㈫
29日㈬ 菅 田 公 民 館
30日㈭
31日㈮ 市 民 会 館

14日㈫ 午前 9 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

河 辺 基 幹
集 落 セ ン タ ー

15日㈬ 肱川
保健センター

実施日 受付時間 場　所 内　容・対象者・料　金

17日㈮
19日㈰
20日㈪
21日㈫

▽39歳以下健診
　午前 8 時30分～11時
▽乳腺エコー検査
　午前 8 時30分～

11時30分
▽子宮頸がん検診
　午前 8 時30分～10時

大洲市
保健センター

▽39歳以下健診　　　20～39歳以下の人／1,000円
▽乳腺エコー検査　　20～39歳以下の人／4,412円
▽子宮頸がん検診　　20～39歳以下の人／1,000円
※本人確認のため保険証を持参してください。
※39歳以下健診は17日、19日のみ実施です。
※子宮頸がん検診は19日のみ実施です。
※乳腺エコー検査は、17日、19日、20日、21日実施です。
※�乳腺エコー検査・子宮頸がん検診は定員になり次第申し込

み受け付けを終了します。

■健診の申し込み方法については、広報おおず 4 月号に掲載していますのでご覧ください。
※ご不明な点がありましたら、保健センターまでお問い合わせください。
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

▽市民法律相談　※要電話予約
時　 5 月25日㈯　午前10時～午後 4 時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎24－1724

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 5 月16日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 5 月 9 日㈭ ・ 23日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 5 月20日㈪　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　 5 月24日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 5 月 7 日㈫　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　肱川支所　☎34－2311

▽不動産無料相談
時　 5 月15日㈬　午前10時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

▽人権相談
大洲地域
時　 5 月15日㈬　午前10時～正午
場　平野公民館
時　 5 月20日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
長浜地域
時　 5 月17日㈮　午後 1 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 5 月10日㈮　午前10時～午後 4 時
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
　　人権啓発課　☎24－1746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－1414

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
　　　　（相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 5 月24日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 5 月 7 日㈫　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 5 月10日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 5 月30日㈭　午後 1 時～ 2 時
場　総合福祉センター 1 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714
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古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取   ブランド品販売
商品券・金券も高価買取 質預りも

当社ホームページ
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　「The ZEN 如法寺もりあげ隊」は、平成28年に開催さ
れた「えひめいやしの南予博」をきっかけに、如法寺の
魅力を発信して、地域全体を盛り上げることを目的に発
足しました。現在は、市内外から集まった41人のスタッ
フで活動しています。主な活動は、坐

ざ

禅
ぜん

体験のＰＲ活動
をはじめ、夏まつりや子ども向けの宿泊イベントなどを
企画しています。
　坐禅体験は、国指定の重要文化財である如法寺仏殿の
禅堂で行われます。初心者向けの説明や指導もあります
ので、初めての人も安心して体験することができます。
　如法寺は、寛文９（1669）年に創建された歴史ある寺
院であり、多くの魅力が詰まった場所です。しかし、最
近は、市民のみなさんの足が遠のき、如法寺の魅力が十
分に伝わっていないのではないかと感じています。私は、
如法寺の魅力が知られることなく廃れてしまうのは、極
めてもったいないことだと思っています。まずは、市内・
市外を問わず、魅力を発信していくことが最重要の課題
です。
　今後は、来訪者を増やすためにも、さまざまな試みを
始めたいと思います。まずは、復興応援イベントとして
夏まつりを７月６日㈯に開催します。如法寺を訪れたす
べての人が「居心地が良い」と思うような空間づくりを
目指しています。ぜひ足を運んでみてください。
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